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研究項 目 水環境におけるリン固定 と回収プ ロセスに関す る研究

担　 当 者 高松 宏行、阿部 久雄

研 究朋肌 平成 17年度～平成 18年度

研究職要 本県大村湾な ど閉鎖性水域にお ける富栄道化が進行 してお り水環境修復 の観点

か ら、栄養塩の除去が求め られている。 その 中で、 リンは官業羊化 の原田物質 で

ある一方で、枯渇が 危惧 されている資源 で もある。本研 究で iま、水環境中の リン

を回収 しなが ら頗境 を浄化 できる繰 り返 し使用可茂 な リン回収材 の作製 と、回収

技術の開発 を 目的 とす る。

本年度は、 リン回収能を有す る素材の候補 と して金属酸化物に着 目し、オル ト

リン酸イオ ンの固定能 ならびに脱謄徳 を測定す ることに よ り、 リン回収に有効 な

素材の選抜 を行 った， リン酸イ オ ン固定値 は、 5 m 〆L の RユⅠ＝pO 一水溶液 100 m L

に種 々の金属酸化物各 1 g を接触 させ、按触時間を24時間まで変化 させて、 リン

酸イオ ン濃度 を測 定す ることで評価 を行った．その諾果、数種類の金属酸化物 に

おい て、接触暗朋 の増加 に伴い リン酸イオン汝度の減少 が測定 され 、 リン固定能

を有する ことが確認 された （囲 1 ）。

一方． リン酸イオン脱既能は、 リン酸イオ ンを匪定 した金属酸化物 を N 且O H 水

溶液 に接触 させ、 リン酸イオン濁度 を測定す ることで評価 を行った。その砧果、

数稀類の金属酸化物 において接触 時闘の相加 に伴い リン酸 イオ ン濃 度 の増 加が

測定 され 、 リン酸イ オ ン脱 l椎†起を有 す る ことが確認 され た．
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回 1　 各拝金属酸化物の リン除去の一例

トリン駿イオン濃度の減少は五体試料義元への固定化を



研究項目 慣斜硯偉材将校術を用いた光熱媒製品の開発

担　当 者 狩野 伸自

研究期間 平成 17年度～平成 18年虔

研究概要 一般的 に光触媒は高温焼成すると触媒活性が低■†’したり、担体への結合執度が

応用範凶を広げる為

た粉 末は、薗モ且で加

高いことがわかって

も安定化されている

スや金属材料等の果

媒製品の英用化 （結

水を所定且‰合 し、

結果からステンレス

造を構築できること

、亀裂の無いグリー

の傾斜組織

次第に低下する聞庖がある。光触媒の製品化を進める上で、

には熱処理による担体との結合強度を高める必要がある。

県内より廃 菜され ている非晶質シリカにチタエア被 覆 し

熱 しても標準試料 （P－25 ：デ グサ杜） よりも色 素分解能力が

いる。これは光触媒清作を示すアナクーゼ相が高温において

ことに依っている （特許出願折）。

本研究では上記のチタニ＝ア被覆－シリカ粉廉 と、セラ ミック

種村料との傾斜構造を構築 し，産業廃棄物の個‾効利用と光触

倉敷庇の向上）を同時に達成する可【を目的とする。

回 1 は、各異種材料 とチタ＝＝ア被覆－シリカ粉末および蒸留

スラリーにした試料を遠心成形 した直径の写拓である。この

とシリカ ・チタエア談凛粉末の組成が、故もなだらかな傾斜椚

が分った∧

水分を多丑に含んだ試料は、凍結乾燥法を奴用す ることで

ン成形体が得られた，
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図 1　 遠心分離によ り作製 した光触媒 ・異種材料



研究項目 斡外波長可変 レーザーガラスロッドの開発

担　当 者 吉田 英樹、村田　庄広 （九州大学大学院 、穀倉 信彦 （自然科学研究機綱分子科学

研究所）

研究期間 平成17年虔～平成 18年皮

研 究概要 平成13～15年度 に実施 した 「波長 可変ガラス レーザーの開発」で、発振波長の短波

良化を目指 して、短波長域に発光を示す金属イオンを含有 したガラス素材の検討を行

った。これまでセ リウムイオンの原子価の制御が園凝だったガラスにおいて、ガラス

組成および溶融条件を射整することで祭外堀 （発光中心法長300nm、半値幅50nm）で

の発光 スベタ ト′レが得 られ 、登坂波長40（〉nm以下、可変波長域錮伽似 上 とい う目標値

を達成する素材を開発できた。 しかしセリウムイオン含有ガラスの紫外線耐久性がレ

－ザ一発振用ロッド京劇‾としては十分ではないため、ガラス組成のさらなる調整が必

要となった。

本研究では、まず紫外線耐久性の高いガラス組成を探索するにあたり、上記の問罪

したセリウムイオン含有ガラスと市販のガラス組成において、紫外レーザー光照射試

験を夷施 し、紫外線耐久性を比較した。

市販のガラスとして、帝抜ガラス、パイレックスガラスを用いた。照射試験の概略

を園1に示す。透 過率可変フィルタに より照射パワーを制御し、サンプル内部に欠陥

が生 じる最小パワーを確認 した。

図 2 に、照射試験臆果 を示す。図中矢印細分にあるラインが レーザー照射によって

生じた欠陥である，曹板ガラス、パイ レックスガラス、セリウムイオン含有ガラスに

おいて、レーザー照射により欠陥が生 じる最小パワーは、それぞれ 3 m W 、 Z m W 、

0，5m W とな り、セ リウムイオン含有 ガラスの紫外線耐久性が低い結果となった。暫

板ガラスIまケイ酸塩が、パイ レックスガラスはホウケイ酸嵐が主成分であることから、

紫外線耐久性は、各ガラスの平均的な原子間結合力に対応 していると考えられる。
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研究項目 強化磁器食器の衝撃試験方法の研究

担　当 者 秋月　俊彦

研究期間 平成 17年度

研究職要 現在、国内には陶」藩器食器の衝撃強度を測定する棚 方法の規格がない。そのため、

国内の武駐機関では、米国の規格であるASTM－C368に準 じた測定が行われ てい る。

しか しこの規格は、衝撃強度に影響を及ぼす製品の押さえ方や、ハンマーの重さとい

った細部にわたる規定がないため、同じ製品ロットでも衝撃強度の測定値が試験機関

ごとに異なっているのが現状である。

このようなことから、産業技術総合研究所中鉢センターと全国14の地方公設試験研

究機関では、強化磁器食器の衝撃試験方法の規格化へ向けて、試験条件が結果に及ぼ

す影響について共周で耕究を行っている。その中で当センターでは、製品中心部の押

さえ荷重が衝撃強度に及ぼす影響について、有事窄要素法を用いたシミュレー▲ションと，

その実証試験を行った。その活発、図 1 に示す上 うに製品中心部の押 さえ荷重が大き

くなるに従い、強度が増加することがシミュレーションにより予測された。そこで英

際に製品に荷重を載せ、衝撃韓度の測定を行った結果、シミュレーション結果 とほぼ

同じ傾向が示された。 （国2 ）このように、製品中心部の押さえ荷重が増加するに従い、

衝撃強度値 も増加するのは、回 3 のシ ミュレーシ ョンの結果で示 されるように、製品

の中心部を押 さえることで緑離分に圧縮応力が発生するためであると考えられる。
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食澤洗浄機対応食葦には、洗剤などに対する耐摩耗性や汚れなどに対する機能とし
ての形状及び界面改質、さらに乾燥（水はけ）や家庭用としてのデザイン性（形状・
アイテム）を合わせ持った開発が求められている。
このため、前年度の研究を踏まえ、製品開発および界面改質としての粕薬開発の2点
について検討した。

○製品開発
符F究評価委員会の】定言に基づき、

前年度開発した製品によるモニター
調衣を行なった。調査結果を踏まえ，

食に必要なアイテム（楕円皿、4角

・6角・8角の鉢、皿、面敵カップ）

を閑発した（園1）。
また、モニターの要望に基づくバタ

ーン（横様）展開を回った．

○粕薬関裾
前年度の研究において、微粒のホ純度
シリカ粉を軸」霞に添加すると、紬英のl封

摩耗性が向上し、食器洗浄機用洗剤に含
まれる研磨剤に対し、傷が付きにくくな
ることが分った。
その後、上官己細燕は良好な親水性を示
すことが判明し、油汚れが、落ちやすい
と期待されたが、思うような効果は得ら
れなかった。
そこで今年度は、襟油性を向上させた
油汚れの落ちやすい紬薬の開発を目的に、
奏験を行った。

日田コロ
回l　開発製品（楕円及び角皿・鉢
面取カップ）

市販和　一　　一　関発軸

その結果瞞発した柚薬は、油性インクで着色した食用油を供洗皿に塗布し、軽油性
を比枚したところ、図2に示すように、市販紬（左半分）に比べ、禅油性が良好な粕
炎（右半分）であることが分かった。


